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2020年オリンピック・パラリンピック開催地に東京が決まったの
は 2013年であり，日本国中が湧き上がった．しかし，その時の報道
の多くが「東京オリンピック開催決定」であったことに私は不満が
あった．「東京オリンピック・パラリンピック」である．少し年配の
方なら覚えておられるだろうが，1988年オリンピック開催にあたっ
ては名古屋とソウルが立候補し，一騎打ちとなった．日本人は誰もが
名古屋開催を確信していたが，投票の結果，52対 27という大差でソ
ウルが選ばれ，開催にも成功した．
なぜソウルが成功となったかについての私見を述べたい．1981年
当時の情勢は，モスクワオリンピックで西側諸国は参加を見合わせ，
次のロサンゼルスオリンピックは東側諸国が不参加を示唆していた．
加えて，ロサンゼルスオリンピックは商業主義的と非難されていて，
パラリンピックは別の地域で開催された．韓国は何としても東西両陣
営に参加してもらった上で，商業主義的色彩を消したいと考えた．そ
こで，パラリンピックに光を当て，オリンピックと同じ会場で同等に
開催することとしたのである．東西が分裂しにくく，脱商業主義とし
ても非常にわかりやすかった．以後，パラリンピックはオリンピック
と同等となり，多くの人に感動を与え続けている．
正直申し上げて，卒業後すぐに大分国際車いすマラソン大会の手伝

いを命じられた時は複雑な気持ちであった．しかし，実際にレースを
みると，自然に涙がこみあげた．新米医師ながらここに来るまでの各
選手の努力とレースを支えている方達のご苦労が一瞬で理解できた．
理屈ではなかった．
今回の企画は，医師・医療者がパラリンピックを観戦し，この感動

を共有したいという気持ちで創案した．そして，整形外科医の先生方
にパラスポーツのファンになっていただき，さらにパラスポーツ選手
の診療やリハビリテーションに積極的に参加いただくきっかけになれ
ばと考えながら立案した．もちろん，すでにパラアスリートを診察さ
れる方にも役立つはずである．
この企画により，パラスポーツ，パラリンピックをより深く味わっ

ていただければ幸いである．
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